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営業利益増減要因分析

営業利益増減要因

◼ 売上高は前期コロナ禍からの自動車販売回復、グローバルでのエアコン用部品の販売増加が顕著

世界的な原材料価格高騰や輸送コスト増の影響で原価率は悪化し、営業利益は減少

（単位：百万円）
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研究開発費・設備投資額

◼ 主な減価償却費増加要因は、前期自動車機器事業の新規受注に対応する設備稼働

2022年3月期

第4四半期

実績 実績 増減額 増減率(%)

設備投資 3,488 3,195 ▲293 ▲9.2%

自動車機器 2,239 2,370 +131 +5.5%

エネルギーソリューション 178 214 +36 +16.8%

電子機器 1,002 330 ▲672 ▲203.6%

その他事業 - 5 +5 -

共通 68 274 +206 +75.2%

研究開発費 2,923 2,631 ▲292 ▲11.1%

自動車機器 810 593 ▲217 ▲36.6%

エネルギーソリューション 1,487 1,511 +24 +1.6%

電子機器 523 385 ▲138 ▲35.8%

その他事業 - - - -

共通 102 140 +38 +27.1%

減価償却費 2,169 2,673 +504 +18.9%

自動車機器 1,485 1,824 +339 +18.6%

エネルギーソリューション 139 170 +31 +18.2%

電子機器 502 549 +47 +8.6%

その他事業 - 69 +69 -

共通 41 58 +17 +29.3%

（百万円）
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